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組合員数  5,403人

賦課面積  5,793ha（田5,565ha　畑228ha）

な資源保全活動を始めています。

　土地改良施設は多面的な機能（生活・防火・消雪用水、水質

浄化、動植物生存のための自然環境を保全する機能など）を有

するも、昨今、農村地域における都市化や混住化により末端農

業用施設等の管理の粗放化問題が深刻化するなか、まさに「救

いの手」となる今まであるようでなかったこの施策。

　「私たちの上蔵野が更に住みやすく、あかるく元気のある

“むら”となることを目指していきたい。」と地元関係者から

意欲あるコメント。モデル的実験事業という中で、上蔵野は全

国レベルに挑戦し、実践しています！

 (農地・水・環境保全向上対策については、9ページから特集しています！)

　阿賀野市上蔵野集落（旧笹神村）では、このたび平成19年度から本格的に導入される農林水産省の「経

営所得安定対策等大綱」の3本柱の1つ、「農地・水・環境保全向上対策」に向けデータ集約のため全国で

約600の地域（新潟県内では18地区）で実験的に実施されている「農地・水・環境保全向上活動支援実

験事業」に採択され、3月22日に設立総会を開き、地元住民・JA・水土里ネット等で構成した「上蔵野

むらづくり協議会」を発足させ、今年度の年間事業計画を策定し、農業者だけでなく、地域ぐるみで様々
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　さわやかな初夏の訪れ、組合員の皆様におかれましては、益々ご健勝のことと存じます。

　日頃 当区の運営にご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げます。

　さて、農業を取り巻く情勢につきましては、戦後の農政を抜本的に見直す「経営所得安定対策

等大綱」が昨年１０月に決定されました。　大綱においては、担い手を明確化した上で、その経

営の安定を図る対策に転換する産業政策である「品目横断的経営安定対策」の創設、これと表裏

一体の関係にある「米政策改革推進対策」の見直し、農地・農業用水等の資源を保全向上する

「農地・水・農村環境保全向上対策」の創設といった内容が盛り込まれています。

　農地・水・農村環境保全向上対策は、地域において農地・水・環境の良好な保全と質的向上を

図るため、農業生産にとって最も基礎的な資源である農地・農業用水等の保全向上に関する地域

ぐるみでの効果の高い共同活動と、農業者ぐるみでの環境保全向上に向けた先進的な営農活動を

ともに協定に位置付け、地域住民を始めとする多様な主体の参画を得てこれらを総合的・一体的

に実施する活動を支援する地域振興政策です。

　当区と致しましては、粗放化が懸念される末端土地改良施設の管理に効果が得られるものと評

価し、本施策に期待を寄せると共に平成１９年度からの取り組みに努力する所存であります。

　他方、国では制度創設以来半世紀以上を経た土地改良制度について、農業経営体の多様化と土

地持ち非農家の増加、農村の過疎化・高齢化・混住化等に伴う集落機能の低下、土地改良施設の

更新・保全管理を主体とする事業への移行など状況が大きく変化していることから、土地改良制

度研究会にて今後具体的な施策の方向について検討がなされる予定であります。

　実態に即した施設の円滑な管理、計画的な更新など土地改良事業のより円滑な推進に資する制

度となるよう、現場から声を出していきたいと考えています。

　当区の運営につきましては、平成１９年３月の総代・役員の任期満了に伴う総選挙を執り行う

予定でありますが、現在「土地改良区運営調査特別委員会」にて総代・役員の定数見直し等に着

手し、組合員サービスの充実を図りつつも更なる運営の合理化に取り組む所存でございます。

　職員につきましては、合併時の３３名から２３名まで減員し、補充を控えて参りましたが、平

成１８年４月１日付けにて３名の新卒者を採用いたしましたことを報告致します。

　今後も役職員一同、組合員皆様のための土地改良区であると再認識し、円滑な土地改良区運営

について専心努力する所存でございますので、組合員皆様のご理解ご協力をお願い申し上げまし

て挨拶といたします。
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 第６回臨時総代会を開催

　議決事項は以下のとおりです。

議第１号 潟堀地区、地区除外の議定について

議第２号 維持管理計画の一部変更について

議第３号 潟堀地区の地区除外（豊栄土地改良区へ地区編入）に伴う事業及び債務の承継に

ついて

議第４号 定款の一部変更について

議第５号 規約及び会計細則の一部変更について

議第６号 平成17年度　一般会計収支予算補正について

議第７号 平成17年度　各工区特別会計収支予算補正について

（第1・第2・第3・第7・第8・第9・第10・第15工区）

議第８号 平成17年度　七島地区特別会計収支予算補正について

議第９号 平成17年度　南部安田地区特別会計収支予算補正について

議第１０号 平成17年度　岩野用水地区特別会計収支予算補正について

議第１１号 平成17年度　開田工区特別会計収支予算補正について

議第１２号 平成17年度　賀慶工区特別会計収支予算補正について

議第１３号 平成17年度　長起地区特別会計収支予算補正について

議第１４号 平成17年度　新江安田地区特別会計収支予算補正について

（諏訪野・下古川・新保前川原地区、新座川維持区、老ヶ池・野田前地区）

議第１５号 平成17年度　京ヶ瀬地区特別会計収支予算補正について

（第二地区2・3・5工区、第三・飯森杉・駒林・千刈地区）

議第１６号 平成17年度　岡方地区特別会計収支予

算補正について（高森森下地区）

議第１７号 平成17年度　退職給与積立金特別会計

収支予算補正について

議第１８号 平成17年度　農地転用決済金積立金特

別会計収支予算補正について

議第１９号 長期借入金の議定について

選第１号 阿賀野川土地改良区役員（理事）の補

欠選挙について

認第１～１６号 平成16年度　収支決算について

認第１７号 平成16年度　事業報告について

認第１８号 平成16年度　財産目録について

（ 総代会とは、阿賀野川土地改良区の運営を決定する最高議決機関です。）

　出席者数　　９６名中、９２名出席（出席率９５.８％）　※定員100名、現在総数96名、欠員4名

　平成１７年９月６日（火）、午前９時より阿賀野市農業総

合管理センターにおいて平成１６年度の決算を中心とした第

６回臨時総代会が開催され、水原地区 五十嵐栄一 総代を議

長に選任し、慎重審議の結果全議案とも原案のとおり可決い

たしました。

　また、役員（理事）１名の欠員に伴う第１被選挙区（安田

地区）役員補欠選挙が執行され、無投票により、安田地区

山﨑國男 氏（寺社）が理事に当選されました。

　▲選挙管理者 阿部直勝 総代より 山﨑國男
　　新理事へ当選通知書が手渡されます

▲ 議長　五十嵐栄一 総代
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 第７回通常総代会を開催

　出席者数　　９６名中、９３名出席（出席率９６.８％）　※定員100名、現在総数96名、欠員4名

　議決事項は以下のとおりです。

平成１７年度　一般会計収支予算補正理事会専決の承認について

平成１７年度　一般会計収支予算補正について議第２号

　　前ページの第６回臨時総代会で承認された　認第１８号　平成１６年度　財産目録について、

　阿賀野川土地改良区規約第４７条により、組合員皆様へご報告します。

　平成１８年３月２８日（火）、午前９時より阿賀野市農業総合管理センターにおいて平成１８年度

の予算を中心とした第７回通常総代会が開催されました。

　当日、阿賀野市助役 佐藤一宇様、JA北蒲みなみ専務理事 井上淳一様、JAささかみ常務理事 市村

保永様よりご来賓として総代会にご臨席頂き、農業情勢が低迷し、更には農業政策が著しく大変革を

迎える中、力強く、あたたかいご祝辞を頂戴いたしました。　安田地区 井上  勉 総代を議長に選任

し、下記のとおり盛り沢山の議案審議を行い、各議案について討論、採決を行った結果、全議案とも

原案どおり議決されました。

　今回の総代会も活発な議論が交わされました。合併以来、大幅

に減少した職員を補うための10年来の職員新規採用、そして事業

関係では深刻となっている旧南耕隧道・新江隧道の対策、また農

水省における経営所得安定対策等大綱の一つ、環境に配慮する資

源保全のための施策など真剣に論議されました。

　合併して早いもので3年が経ち、本年度は総代・役員任期満了

の最終年度であります。合併時、組合員皆様とお約束したとおり、

本年度も10ａ当り運営事務費3,800円で据置となっております。 　 ご祝辞を述べられる阿賀野市　佐藤助役

資産の部 884,152,023円

議第１号

負債の部 3,333,695,261円

財 産 目 録 （平成１７年５月３１日現在）

短期負債

国営事業負担金未償還金
44,855,220円

農林漁業資金借入金
2,450,682,144円

長期借入金
272,318,112円

現金及び預金
156,351,086円

決済金積立金見返金
236,382,819円

備品
8,361,625円

退職給与積立金見返金
95,243,255円

未収入金
29,290,972円

土地・建物等固定資産
245,137,919円

財政調整基金積立金
見返金

111,523,711円

ＪＡ平準化資金
122,690,000円

各種積立金特別会計
積立金

443,149,785円

基本財産

出資金
1,860,636円
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　議第３号 平成17年度　各工区特別会計収支予算補正について
（第１・第２・第３・第４・第７・第８・第９・第10・第14工区）

　議第４号 平成17年度　七島地区特別会計収支予算補正について
　議第５号 平成17年度　南部安田地区特別会計収支予算補正について
　議第６号 平成17年度　堀耕地区特別会計収支予算補正について
　議第７号 平成17年度　開田工区特別会計収支予算補正について
　議第８号 平成17年度　賀慶工区特別会計収支予算補正について
　議第９号 平成17年度　長起地区特別会計収支予算補正について

　議第１０号 平成17年度　新江安田地区特別会計収支予算補正について（新江安田地区共通
管理費、大和・渡場地区、新座川維持区、千唐仁・上野地区）

　議第１１号 平成17年度　京ヶ瀬地区特別会計収支予算補正について（京ヶ瀬地区共通管理
費、第一地区、第二地区１・２・４・５工区、第三・前山・金渕地区）

　議第１２号 平成17年度　岡方地区特別会計収支予算補正について（潟堀・高森森下地区）
　議第１３号 平成17年度　退職給与積立金特別会計収支予算補正について
　議第１４号 平成17年度　農地転用決済金積立金特別会計収支予算補正について
　議第１５号 平成17年度　財政調整基金積立金特別会計収支予算補正について
　議第１６号 平成18年度　一般会計収支予算について
　議第１７～２８号 平成18年度　各工区・地区特別会計収支予算について
　議第２９号 平成18年度　退職給与積立金特別会計収支予算について
　議第３０号 平成18年度　農地転用決済金積立金特別会計収支予算について
　議第３１号 平成18年度　財政調整基金積立金特別会計収支予算について
　議第３２号 長期借入金の議定について
　議第３３号 平準化資金借入の議定について
　議第３４号 一時借入金の議定について
　議第３５号 新規土地改良事業計画の議定について（農業水利施設保全対策事業）
　議第３６号 新規土地改良事業計画の議定について（適正化事業）
　議第３７号 歳計現金預入先の議定について
　議第３８号 組合費賦課徴収方法の議定について

▲ 議長　井上 勉 総代

   ▲総代会終了後、北陸農政局阿賀野川右岸農業水利
　   事業所 工事第一課 小泉課長より農地・水・環境
 　  保全向上対策についてＰＲと説明が行われました
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　　前ページの第７回通常総代会で議決された　議第１６号　平成１８年度　一般会計収支予算、

　並びに議第１７～３１号　平成１８年度　各工区（地区）特別会計、各種積立金会計収支予算

　について、阿賀野川土地改良区規約第４７条により、組合員皆様へご報告します。

平成１８年度　一般会計収入支出予算
（単位：千円　　事業年度／平成18年4月1日～平成19年3月31日）

26.5%

11.2%

41.9%

11.6%

1.5%

2.2%

0.6%

4.5%

収入
965,541千円

補助金交付金
 404,371

長期借入金
112,075

雑収入 14,889

繰入金 20,780 繰越金 43,446

45.9%

3.7%

0.9%

2.4%

0.02%

8.2%

9.7%

13.8%

0.8%

14.4%

共通維持管理費
7,692

負担金・分担金 79,548

繰出・繰戻金 36,175

事業費 443,414

予備費 9,155

経常賦課金
 256,063

特別賦課金
 108,317

役員・総代報酬 23,366

職員給料 93,920

事務運営費
 133,241

借入償還金 138,860

諸支出金 170

業務受託費
 5,600

支出
965,541千円
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地 区 名
(工区名)

組合費
(賦課金)

補助金
借入金

雑収入
繰入金

繰越金 合 計
運営費
(会議費)

維　持
管理費
事業費
補償費

償還金
負担金
分担金

諸支出金

繰出金
予備費 合 計

第１ 26,883 888 2,471 3,831 34,073 100 12,001 17,988 241 3,743 34,073

第２ 50,836 2,393 2,129 4,458 59,816 100 20,316 34,781 398 4,221 59,816

第３ 32,015 1,855 2,689 2,573 39,132 170 25,945 8,528 2,979 1,510 39,132

第４ 70 17 4 636 727 0 351 34 28 314 727

第５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第６ 3,438 110 76 761 4,385 36 3,030 218 401 700 4,385

第７ 2,933 1,698 187 755 5,573 30 815 3,714 649 365 5,573

第８ 18,281 575 4,590 2,234 25,680 70 5,214 18,499 310 1,587 25,680

第９ 5,820 28,854 376 1,931 36,981 13 2,177 33,458 17 1,316 36,981

第１０ 9,525 3,746 484 752 14,507 106 7,422 5,345 700 934 14,507

第１１ 1,837 2 83 1,115 3,037 16 1,103 664 3 1,251 3,037

第１２ 50 1 54 321 426 16 306 1 3 100 426

第１３ 93 0 4 436 533 16 264 1 2 250 533

第１４ 2,254 250 103 1,553 4,160 38 2,851 498 26 747 4,160

第１５ 16,159 96,597 675 1,838 115,269 406 103,613 9,670 117 1,463 115,269

七島 7,981 106 843 758 9,688 300 2,854 5,163 593 778 9,688

南部安田 4,076 11,464 460 11,220 27,220 40 16,485 101 3 10,591 27,220

岩野用水 2,640 2 832 4,219 7,693 10 538 3,201 251 3,693 7,693

堀耕 2,709 85 289 792 3,875 24 2,503 821 193 334 3,875

開田 73,760 12,408 7,499 4,571 98,238 390 32,007 58,853 2,121 4,867 98,238

福井 1,841 2 48 1,991 3,882 7 1,351 970 298 1,256 3,882

賀慶 26,051 21,017 7,171 7,197 61,436 262 6,586 43,361 4,796 6,431 61,436

長起 2,034 9,231 6,305 1,962 19,532 100 2,931 7,016 8,392 1,093 19,532

新江安田 0 0 81 368 449 200 30 0 0 219 449

大和 2,779 0 452 300 3,531 30 1,882 1,353 66 200 3,531

諏訪野 3,836 0 133 180 4,149 30 141 3,673 5 300 4,149

砂山 200 0 5 219 424 55 335 0 4 30 424

下古川 71 0 150 590 811 60 600 0 21 130 811

新保前川原 138 0 4 119 261 40 188 0 3 30 261

渡場 1,107 1 119 820 2,047 120 1,720 0 7 200 2,047

長塚曽利毛 129 0 4 32 165 20 94 0 41 10 165

嶋瀬新田 1,793 0 212 65 2,070 25 201 1,740 74 30 2,070

新座川維持 4,808 0 33 1 4,842 15 0 4,590 155 82 4,842

老ヶ池 839 0 4 330 1,173 40 419 660 4 50 1,173

野田前 3,606 0 140 30 3,776 15 149 3,328 105 179 3,776

千唐仁 58 0 4 189 251 40 177 10 4 20 251

中ノ郷 85 0 4 324 413 11 349 0 3 50 413

新座裏 94 0 4 756 854 15 733 0 6 100 854

支　　出　　の　　部収　　入　　の　　部

（単位：千円） 平成１８年度　各工区・地区特別会計　収入支出予算
※ページの都合上、予算額は合算され簡略化しています。詳しい内容は土地改良区または地元総代までお問い合わせ下さい。
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地 区 名
(工区名)

組合費
(賦課金)

補助金
借入金

雑収入
繰入金

繰越金 合 計
運営費
(会議費)

維　持
管理費
事業費
補償費

償還金
負担金
分担金

諸支出金

繰出金
予備費 合 計

六野瀬 26 0 153 569 748 20 654 0 4 70 748

野田裏 296 0 4 384 684 20 542 0 72 50 684

上古川 8 0 4 594 606 20 533 0 3 50 606

赤坂維持 94 0 4 165 263 30 0 89 3 141 263

源四郎 0 0 2 61 63 20 31 0 3 9 63

上野 101 0 4 210 315 11 251 10 3 40 315

京ヶ瀬共通 0 0 13,874 1,500 15,374 450 13,690 0 0 1,234 15,374

第一 34,501 8,031 3,878 1,953 48,363 80 17,150 27,541 3,092 500 48,363

第二１工区 3,838 249 141 7,374 11,602 25 3,541 2,022 5,014 1,000 11,602

第二２工区 26,410 9,201 4,407 3,788 43,806 110 26,465 11,610 4,021 1,600 43,806

第二３工区 4,500 1 18 1,664 6,183 30 4,391 0 762 1,000 6,183

第二４工区 9,750 11,690 2,082 1,501 25,023 60 16,008 6,697 1,658 600 25,023

第二５工区 12,470 314 914 685 14,383 60 3,933 8,796 1,394 200 14,383

第三 5,060 83 152 333 5,628 25 1,430 3,420 503 250 5,628

川原 7,283 3,129 612 1,563 12,587 40 6,055 4,887 1,355 250 12,587

前山 1,030 0 4 464 1,498 22 842 0 574 60 1,498

飯森杉 884 0 4 174 1,062 25 195 578 174 90 1,062

駒林 4,396 129 28 1,822 6,375 30 3,616 1,030 599 1,100 6,375

古阿賀 1,841 1 86 1,342 3,270 40 2,459 0 371 400 3,270

焼山 2,240 1 41 4,851 7,133 150 5,819 0 164 1,000 7,133

焼山畑 2,095 0 23 2,646 4,764 450 3,722 0 92 500 4,764

金渕 9,503 344 40 1,367 11,254 40 6,090 2,482 2,142 500 11,254

千刈 18,195 439 241 1,622 20,497 40 5,002 13,715 940 800 20,497

分田 266 0 93 738 1,097 30 948 0 19 100 1,097

篭尻川機場 0 2,143 1,971 1,320 5,434 110 3,952 0 1,162 210 5,434

岡方共通 0 0 31 169 200 160 10 0 0 30 200

丸池 7,872 1 13 800 8,686 40 2,578 5,750 18 300 8,686

高森森下 4,949 22,874 139 580 28,542 240 1,109 26,897 206 90 28,542

合計 468,437 249,932 67,684 100,466 886,519 5,344 388,697 383,763 47,367 61,348 886,519

決済金 繰入金
諸収入
雑収入

繰越金
繰戻金

合計 退職給与 積立金 繰出金 合計

― 15,000 150 61,215 76,365 1 76,364 ― 76,365

20,000 ― 301 282,964 303,265 ― 281,973 21,292 303,265

― 17,828 90 114,768 132,686 ― 125,495 7,191 132,686

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部

（単位：千円）

 平成１８年度　各種積立金特別会計　収入支出予算 （単位：千円）

※ページの都合上、予算額は合算され簡略化しています。詳しい内容は土地改良区または地元総代までお問い合わせ下さい。

収　　入　　の　　部 支　出　の　部

積立金項目

財政調整基金積立金

農地転用決済金積立金

退職給与積立金
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　農林水産省では、平成19年度から農地や水などの資源の保全とその質の向上を図るため、新た
な対策を導入することとしました。
　この施策は「農地・水・環境保全向上対策」と称し、この対策により様々な状況変化に対応
し、将来にわたって農業・農村の基盤を支えようとするものです。
　そのために、農業者だけではなく地域住民（自治会・老人クラブ・婦人会・子供会など）、土
地改良区や農協など関係団体が幅広く参加する活動組織を新たにつくり、これまでの農家単独で
の保全活動に加え、施設を「長持ち」させるようなきめ細かな手入れや農村の自然や景観などを
守る地域共同活動を促進します。

　当管内は新潟平野のほぼ中央に位置し、南側に大河阿賀野川が悠々と流れ、東側に連なる五頭
連峰を背に形成された扇状地に、田んぼと畑を含め約5,800haの農地が広がる一大穀倉地帯であ
り、県都新潟市に近い自然環境豊かな地域です。
　この農業基盤を支え、心に安らぎをもたらす農村風景を構成しているのが、農地や用排水路な
ど（当管内には、約699kmの農道と約1,740kmもの用排水路があります）の農業用施設です。
　同時にこれらの施設は、洪水を防止する機能や地域の生活・防火・消雪用水機能、水質浄化や
気候の緩和、昆虫・魚・草花など動植物の自然環境を保全する機能等、様々な多面的機能を有し
ています。
　しかしながら、近年の農村地域における高齢化や都市化・混住化、農家意識の多様化に伴う施
設管理の粗放化と水質悪化は、農村集落の基礎部分にあたる維持管理活動を脆弱化させ、その管
理が困難になりつつあります。

　　　地域共同による水路法面への
　　　植栽

混住化による用排水路へのゴミの流入 水田畦畔での魚道の設置

～ 農地・水・環境保全向上対策について ～

○いま、全国の集落で高齢化や混住化が進行して、農地や農業
　用水などの資源を守る「まとまり」が弱まっています。

○集落の機能を守っていくためには、今まで以上の取組が欠か
　せなくなります。

将来にわたって共同活動を続けていく
には、農業者だけでは限界があります。

国民の環境に対する期待が高まっており、
農村環境を守り育てることが求められています。
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～ 農地・水・環境保全向上対策について ～

　

　

　活動組織の構成例

施策の概要

 活動組織と規約の作成

 ※平成19年度から本格的に
　 施策が導入されます。

 ※共同活動だけでも支援を
　 受けられます。

　平成18年度は、全国約600の地域で、
　共同活動に対してモデル的な支援を
　行っています。

 地域ぐるみでの農地や水を守る効果の高い共同活動と、
 環境保全に向けた営農活動を支援します。

営農活動への支援
地域の環境保全に向けた先進的な営農活動を支援

共同活動への支援
農地・水等を守り、質を高める効果の高い共同活動を支援

事業の手続き

③協定締結

④申請･報告 ⑤承認 ⑥助成

⑦活動の実施
⑧履行確認

　　 活動組織
 ①規約の作成
 ②活動計画の作成

市町村

地域協議会
（都道府県、県水土里ﾈｯﾄ、他）

農地面積支払

取組面積に応じた支払
＋集落等を単位とする支援

土づくり、
化学肥料・農薬の低減

ため池の草刈り

アイガモ農法

水路の生き物調査

 支援を受けるには、まず、農業者以外
 の人・組織を含めた活動組織をつくり
 ましょう。

農業者

水土里ﾈｯﾄ
JA等

自治会

地域
住民

地域住民
参加型

農業者

水土里ﾈｯﾄ
JA等

自治会

地域内
交流型

消防団
学校
PTA

都市
住民

NPO
企業等

地域
住民

農業者

水土里ﾈｯﾄ
JA等

自治会

都市・農村
交流型

消防団
学校
PTA

地域
住民
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　活動計画の例

　

※「点検・準備」、「計画・啓発」は全項目を実施しなければなりません。

　協定のイメージ 　　　支援交付金単価（10a当り単価）

協定の締結と助成

さあ、活動を実践しよう！

活動計画の作成  現状維持にとどまらず、質的向上を図る活動計画
 をつくりましょう。

点検・準備 計画・啓発 実践活動

誘
導
部
分

（
実
践
の
み
選
択
的
項
目

）

（
必
須
項
目

）

基
礎
部
分

農地・水
向上
（施設の
長寿命化
など）

農村環境
向上

（生態系保全、
景観形成
など）

資源の
適切な
保全管理

施設の寿命を縮める
劣化がないか点検

きめ細かな補修、保
全の役割分担

破損部分をこ
まめに補修

地域住民やNPO等
を交えた話し合い

水路沿いに
花の植付

施設の機能に支障が
生じていないか点検

水路の江ざら
い、草刈り

ゲートの保守
管理の徹底

地域全体への啓発・
普及

生き物調査
の実施

実践活動の年間計
画
を策定

農道への砂
利の補充

 市町村と協定を結びます。

規約の作成
活動計画の作成
活動の実施
監査報告

規約の確認
助言、指導

実践状況確認等

市町村 活動組織

協 定

地目区分毎の交付金の単価は次のとおりです。
（国の支援額です。）

※平成18年度は実験的な取組のため上記金額で
施行しておりますが、平成19年度からは全国平均
データや財政状況等を鑑み、支援単価は変動する
場合もあります。

 活動計画に基づいて、活動を実践して下さい。
 新たな構成員も加わり、点検・計画・実践と盛り沢山
 です。でも、その多くはこれまでにも何らかの形で地
 域の皆さんが取り組んできた活動の延長線上のものの
 はずです。役割分担を再確認して、しっかりと進めて
 下さい。そしてこれまでにない新たな活動にも“少し
 背伸びをして”チャレンジして下さい。

都府県

水田 　　2,200円/10a

畑 　　1,400円/10a

草地 　　　200円/10a
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　本誌9ページから「農地・水・環境保全対策」について大まかな概要を説明させていただきました
が、何となく雰囲気はつかめたでしょうか？
　ここからは、表紙にも載せました、まさに本施策実験事業を行っている全国約600地区のうち1地
区、阿賀野市上蔵野集落の「上蔵野むらづくり協議会」活動について、ご紹介したいと思います。

（上蔵野地区の概要）

　本地区は、阿賀野市（旧笹神村）上蔵野集落（総戸数24戸：農家10戸、土地持ち非農家13戸、非農

家1戸）の単一集落であり、水田26.7ha、普通畑0.4haの平場農業地帯である。ほ場整備事業により地

区内農地は20ａ区画に整備されており、農業用用排水路は用排分離、開水路となっている。用水は阿

賀野川から取水し、集落内を縦断する高関幹線用水路を経てほ場へ送られている。基幹作物はコシヒ

カリに代表される水稲であり、首都圏生協との契約栽培による「ゆうき米」（減農薬・減化学肥料栽

培及び有機栽培）生産を地区の約6割で行っている。

　資源の保全活動は、上蔵野集落を単位として実施しており、農地・水路・農道の保全活動は農家が

中心となって実施している。高関幹線用水路を始めとする水路の集落周辺部分については、住民の生

活用水・防火用水・流雪用水としての利用もあり、自治会の呼びかけで地域住民総出による「クリー

ン作戦」を行っている。

　施設の機能診断・補修については、これまで水土里ネット阿賀野川が農家からの賦課金により実施

している。また、カメムシ防除のためのきめ細やかな雑草対策など、一部の生産資源向上活動も実施

しているが限定的であり、環境資源向上活動については、上記クリーン作戦の他、農道沿いにコスモ

スを植栽するなどの活動を一部の住民が行っている。

　今回、保全管理計画の策定に当たっては、自治会、農家組合、上蔵野ゆうき生産組合、婦人会、老

人クラブ、スポーツクラブ、水土里ネット、ＪＡが参画し、会合・ワークショップを重ね合意形成を

行いつつ、計画を策定した。

　維持管理計画については、これまでの活動の枠組みを基本に、活動の質を向上させ、診断、計画策

定、予防保全活動を一体的に実施することとした。

　また、環境保全活動については、これまでの活動に加え、住民の意見をもとに集落に隣接する水路

や農道を活用した新たな取り組みを検討することとした。

　▲平成18年3月22日、上蔵野公会堂において「上蔵野むらづくり協議会設立
　　総会」が開催され、活動組織が立ち上げられました。
　　協議会の会長は、自治会長の 長峰 正さん に決定されました。

 ▲集落の代表者または集落に所属する各
　 会・クラブの会長さんたちが役員を務
　 め、計画を練ります。

活動組織の立上げ・計画の策定
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　　　　▲集落周りのゴミ拾い

▲プランターを高関用水路沿いに固定。 ▲「ば～が　きれいだねぇ～」 ▲上蔵野のみなさん、期待してます！

　国・県では、この施策を早期に農業者に浸透させ、より多くの地域で有効な取り組みが行われるよ
う啓発・普及を図っています。平成19年4月より選ばれた地域の「活動組織」への支援が始まります。
　導入したいとする集落には、市町村はもちろん、私たち土地改良区やＪＡも一緒になって参加し、
活動案作成などお手伝い致します。　詳しいことは、土地改良区までお問い合わせ下さい。

　　上蔵野の活動テーマは、
　　「景観形成と生活環境保全」です。

水路の江浚いや草刈り、泥上げした土砂の適正処理、農道の補修などを行います。

施設の寿命を縮める劣化がないか点検・機能診断を行い、破損部分があればこまめに補修を行います。

　　　ペチュニア、ガザニア、バーベナなど410株をプランター150個に植栽しました！

基礎部分活動（資源の適切な管理）

農地・水向上活動（施設の長寿命化）

農村環境向上活動（景観形成など）
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　　　　　お魚さん、いるかなー？ 　　　なに？なに？　なにがいたのー?!

　  魚のつかみ取り大会
　平成17年9月24日、神山っ子を育む会との共催で、阿賀野市立神山小学校の1年生～5年生、保育児を
合せて36名と、保護者・育む会関係者・教諭を合せて25名（計61名）の皆さんとともに、「ふるさと
交流　魚のつかみ取り大会」を開催しました。
　「神山っ子を育む会」は、神山小学校区の児童を対象とした健やかな成長の助長・地域の教育振興
を図っています。その一環として「魚のつかみ取り大会」を当区施設の、長起揚水機場（阿賀野市下
一分地内）のファームポンドに於いて開催しました。つかみ取り前には、「土地改良区という組織・
土地改良区の仕事」と、ため池の水（阿賀野川用水）はどこから来るのか説明し、“農業用施設だけ
でない”土地改良施設の多面的機能についても理解を深めていただきました。
　つかみ取り大会は大成功に終わり、コイやフナ、ニゴイ、タモロコ、タナゴ、ウキゴリなど数え切
れないほど数百匹以上の生き物が生息していることを確認しました。（捕まえた魚は神山小学校の池
で飼育されたり、子供たちが自宅で飼ったりしています。）また、閉会時の児童たちの感想発表会で
は、“農家の人たちのおかげ”や“土地改良区の仕事ってすごい”など、うれしい声が聞けました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神山っ子を育む会・水土里ネット阿賀野川　共催）

　  田んぼの生きもの調査
 　平成17年7月15日、阿賀野市立駒林小学校の2年生5名、3年生8名、4年生14名、教諭4名（計31名）

 の皆さんとともに阿賀野市駒林地内の県営排特事業で造成した千刈排水路及び支流に於いて「田んぼ

 の生きもの調査」を実施しました。 本調査は昨年に続き今回で2度目となり、児童らは昨年参加した

 上級生に負けないくらい、元気良くテキパキとした動きで生き物採りをしていました。当日は、水路

 や田んぼの中で暮らしているタモロコやドジョウ、タナゴやザリガニなど4種(50匹）以上の生き物が

 生息していることを確認できました。「わー！すごーい！」「何がいたのー!?」など子供たちは興味

 津々で採捕した魚に近寄り、汗をかきながらも笑い声が絶えない楽しい授業になりました。

 　また、「魚たちがこうして元気に泳いでいられるのは、農家の皆さんが水路を手入れし、守ってい

 るからだよ。」と児童らに話しかけ、農業用施設である“土地改良施設”の重要な役割・多面的機能

 について理解を深めて頂きました。　（北陸農政局阿賀野川右岸農業水利事業所・水土里ネット阿賀野川　共催）

　21世紀土地改良区創造運動とは、水土里ネット（土地改良区）の存在や役割を地域のみなさんに

もっとPRし、より認識を深めていただくとともに、もっと地域の人たちと一緒になって今後の農業

農村を考え取り組んでいく運動のことです。

　私たち水土里ネット阿賀野川も、「やれること」から少しずつ取り組んでいます。
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阿賀野川土地改良区だより （１５）

　　　魚のつかみ取り大会の様子。 　　　　　それいけー!! 子供たちは元気いっぱい!!

　女性や子供たちはｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟを運んで蒔きます 　　　　　　さすが水土里ネット。どんどん進みます！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動に参加してくれた水土里ネット軍団のみなさん！本当にお疲れさまでした！

　　 Team ECO Work！ in 五頭温泉郷

　北蒲原耕地協議会では10月29日（土）に、NT21が県内各地で毎年数十回開催しているボランティア
の「Team ECO Work！ 里山ACTION in 五頭温泉郷」に参加しました。
　北蒲原耕地協議会は、新発田地域振興局農村整備部、県土連北蒲支部、北蒲原郡管内の5市、19土地
改良区で構成されており、毎年1回、イベント・ボランティア等の行事を開催し、各方面4地区の当番
地区が行事を担当しています。今年の当番は南部地区（水土里ネット阿賀野川、右岸連合、笹岡）と
いうことで、今回は環境保全を目的としたボランティア活動に取り組み、水土里ネット関係者94名、
一般参加を合せてなんと209名もの参加者が集いました。
　当日は、五頭温泉郷の杉木立や山林・森林でウッドチップ蒔き、間伐、下草刈を行ないました。
　当然、我々水土里ネットは低木伐採・草刈りは朝飯前。また、人数も過去最多人数とのことで、
あっという間に済んでしまい、急遽エリアを広げての活動となりました。参加した皆さんは気持ちの
いい汗をかき、すっかりきれいになって明るい陽が差し込む森の中は大変すがすがしいものでした。
　活動終了後には地元阿賀野市観光協会より豚汁が振る舞われ、汗をかいた後の豚汁は格別でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新潟テレビ21主催のボランティアに参加）

 新潟県新発田地域振興局農村整備
 部　小林部長も参戦。
 　“皆さんお疲れ様でした。”
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（１６） 阿賀野川土地改良区だより

事業の概要（平成18年度現在）
　施設の概要及び受益面積
隧道名 造成事業名 竣工年度 受益面積

南耕隧道
耕地整理組合事業
 （昭和2～14年度）

昭和 6年度 2,898ha

新江隧道
国営新江農業水利事業
 （昭和22～29年度）

昭和27年度 3,003ha

　　　工　　法　　土砂とセメント等を混合した処理土による充填

償還期間　　平成18～37年度（20年間）

事業主体　　阿賀野川土地改良区
　　　　　　（県と受委託契約を締結）

　　　工　　期　　平成17年度～平成21年度（予定）
　　　　　　　　　（南耕隧道Ｈ17～19、新江隧道Ｈ20～21）負担割合　　国58％、県14.9％、

　　　　　　市町村10％、地元17.1％

総事業費　　1,485,000千円

　南耕隧道は耕地整理組合事業(昭和2～14年度)により造成され昭和6年度に竣工した施設であり、北蒲原

郡神山村、笹岡村、水原町、京ヶ瀬村、堀越村、分田村、安田村の各町村の耕地2,898町歩をかんがいして

いました。　一方の新江隧道は国営新江農業水利事業(昭和22～29年度)により造成され昭和27年度に竣工

した施設であり、北蒲原郡長浦村、岡方村、京ヶ瀬村、堀越村、分田村、安田村の各村の耕地3,003町歩を

かんがいしていました。

　しかし、主要水源であった阿賀野川は、河川改修並びに、上流のダムの築造に伴う取水地点付近の河床

が低下し、取水が困難を極めたことから、国営阿賀野川用水農業水利事業(昭和36～58年度)で阿賀野川頭

首工及び小松隧道を造成し、昭和42年からかんがいを開始し、現在に至っています。

　これにより、南耕隧道及び新江隧道の用途が廃止され、国営事業で取水口、終点部の閉塞並びに隧道内

の水充填を実施しました。　現在、半世紀を経てそれらの隧道は管理・点検が困難な状況であり、老朽化

の著しい進行が想定され、近年の陥没事故の発生原因となってい

ます。　そこで、周辺住民の不安感を一掃し、災害の未然防止を

図るため本事業で隧道を閉塞するものであります。

　先人の方々が大変困難を極め造成された施設を完全に閉塞する

わけでありますが、全国でもまれな高技術を伴う工事であり、想

定外の突発的な事故・事態が生じぬよう願い、平成17年12月27日

に安全祈願祭、起工式を挙行いたしました。

　　　主要工事　　南耕隧道閉塞工事　1.0式（Ｌ＝2,119.8ｍ）
　　　　　　　　　新江隧道閉塞工事　1.0式（Ｌ＝　609.3ｍ）

広域農業用水適正管理対策事業（阿賀野川用水地区）着工

▲ 隧道建設当時の写真

▲ 旧新江隧道杭口（阿賀野市六野瀬地内）

▲ 式辞を述べる松田理事長




